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事業者用

　

】

ー

　

八幡市ごみに関するアンケート調査ご協力のお願い

　

ｉ

　

日ごろより、 市政にご理解とご協力いただき、 ありがとうございます。

　

さて、本市では、ごみの減量・資源化や適正なごみ処理を進めるため、平成２９年度に平
成３０年度から令和８年度までを計画期間とする「第３次八幡市÷般ル廃棄物処理基本計画」
を策定しました。

計画目標年度が令和８年度であることから、これまでのごみ処理に関する評価を行うとと

もに、今後の施策を検討し、計画を改定する必要があります。

そこで、 事業者のみなさまを対象とした、 ごみの減量・資源化などに対するアンケートを

実施し、計画策定の参考とさせていただくことといたしました。

　

お忙しいところお手数をおかけしますが、 アンケートの趣旨にご理解をいただき、 ご協力

くださいますようお願い申し上げます。
令和８年１月

　

八幡市長

　

川田

　

鞠子

○ 調査対象

市内に事業所をもつ事業者２００社を無作為に抽出しました。

○ 記入にあたってのお願い

１

　

アンケートへのご記入は、 本社・本店等ではなく、 本調査票が届いた事業所・店舗等

でご回答ください。なお、住所・店舗名などの回答は必要ありません。
２

　

設問をお読みになり、該当するものを選択してください。
３

　

設問には、 回答が一つのもの、 複数回答のものがございますので、 ご注意ください。
４

　

「その他」の場合は、 お手数ですが、 その内容をご記入ください。
５

　

このアンケートは、事業所名や住所を記入していただ＜必要はありませんので、率直

なお考えをお答えください。

○

　

個人情報の取扱いについて

このアンケートは、回答者の個人情報が特定されることはありません。
また、回答はすべて統計的に処理し、個々の回答が公表されることはありません。

○

　

所要時間

約１０～１５分程度となっております。



○

　

回答方法

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
インターネットによる回答

インターネットでアンケートの回答ができます。

急襲嬰呈生ユ乱乳Ｌ目Ｊ志Ｌ露割こ、スマートフォンなどで
右の二次元コードを読み込むか、 パソコンなどで次のアドレスにアク

セスしてください。

書面による回答

書面による回答を希望される方は、下記担当課（八幡市市民生活部環境業務課）
までご連絡いただきましたら、調査票と返信用封筒を送付させていただきます。
アンケート用紙に回答をご記入いただき、令和８年１月３１日（土Ｌまでに、

◎

　

ご不明点等ございましたら、下記までお問合せください。
【担当窓口】
八幡市 市民生活部

　

環境業務課
〒６１４一８５０１

　

京都府八幡市八幡国内７５
Ｔ

　

Ｅ

　

１‐：０７５一９８３－５３４０ （直通）

Ｆ

　

Ａ

　

Ｘ；０７５－９８３－１６０３

Ｅｍａ

　

ｉ

　

Ｌ；ｇｙｏｍｕ＠ｍｂ．ｃｉ

　

ｔｙ．ｙａｗａｔａ‘ｋｙｏｔｏ．ｊ

　

ｐ

　

【アンケート設問 （例）】

　

撰堀継凋萎弦綴饗鴬総綴壕繍繊謙繊錆犠総縫滋馨謝擬轍滋磐落搬綴鞠綴繋ぷ

問１． あなたの事業所における事業系ごみの減量の取り組みは、 どのような状況ですか。

　　

当てはまるものを１つだけお選びください。

１． 積極的に取り組んでおり、現状で十分である

２． 積極的に取り組んでいるが、まだ不十分である

３． あまり積極的ではなく、不十分である

４． 全＜取り組んでし、ない

問２． 間１で１又は２とお答えした方にお聞きします。

　　

ごみの減量に取り組む理由はなんですか。 （０は３つまで）

１． ごみ処理経費削減のため

　　　　

２． 環境に良いため

３． 社会的責任を果たすため

　　　　

４． 会社のイメージアップのだめ

５． 法律で定められているため

　　　

６． 会社全体で規定されているため

７． その他（具体的に：



…１．あなたの事業所のことについてお聞きします。１

問１．

　

あなたの事業所はどの業種に該当しますか。 （０は１つ）

問２．

　

あなたの事業所の形態はどれに当てはまりますか。 （０は１つ）

問３．

　

店舗・事務所等の所有形態はどれに当てはまりますか。 （０は「つ）

問４．

　

従業員は何人ですか。 （非正規従業員を含む） （０は「つ）

問５．

　

あなたの事業所の所在地をお答えください。 （０はィつ）

１． 建設業

３． 電気・ガス・熱供給・水道業

５． 運輸業、 郵便業

７． 金融業、 保険業

９． 学術研究、 専門・技術サービス業

１１． 生活関連サービス業、 娯楽業

１３． 医療、 福祉

２． 製造業

４． 情報通信業

６． 卸売業、 小売業

８． 不動産業、 物品賃貸業

１０． 宿泊業、 飲食サービス業

１２． 教育、 学習支援業

「４． その他 （

１． 事務所

３． 工場、 作業所

５． 教育施設

２． 商業施設・店舗

４． 病院、 医療機関、 福祉施設

６． その他 （

１． 店舗、 事務所が独立した建物である

２． テナント利用の店舗・事務所である

３． 住居と井言登した店舗・事務所である

１． １～４ 人

４． ２０～２９ 人

７

　

１００人以上

１． 八幡地区

５． 野尻地区

９． 四里地区

１３． 西山地区

２． 橋本地区

６． 上津屋地区

１０． 戸津地区

１４． 欽明台地区

３． 川口地区

７． 上奈良地区

１１． 美濃山地区

４． 岩田地区

８． 下奈良地区

１２． 男山地区



ｍ． こみと資源物の分別・排出状況についてお聞きします。１

問１，

　

あなたの事業所では、事業系ごみを産業廃棄物と一般廃棄物に分別していま

　

すか。 （０は「つ）

１， 分別している

２． 分別せず、 全て一般廃棄物として排出している

３． 分別せず、 全て産業廃棄物として排出している

４． 分け方が分からない

問２．

　

家庭から発生する 「家庭系ごみ」 以外は、 全て 「事業系ごみ」 です。 事務所

　

や店舗などとの併用住宅の場合もそれぞれに分けることが必要です。あなたの

　

事業所では事業系ごみと家庭系ごみを分けていますか。 （０はィつ）
※回答者は特定されないので、 現状をそのまま、 回答してください。

１． きちんと分けている

２． 時 、々 分けている

３． 分けずに、 家庭系ごみとして排出している

４， 分けずに、 事業系ごみとして排出している

事業所等から出るごみは、 ごみステーションに出すことができず、持ち込みか事業系
一般廃棄物収集運搬許可業者へ委託となります。

問３．

　

あなたの事業所の事業系ごみ（燃やすごみ、燃やさなし、ごみ、粗大ごみ）の

　　

排出状況についてお聞きします。
（１） １週間に排出する量を、４５リットルのごみ袋に換算して、 おおよその回数でお

　　

答えください。

　

０はそれぞれ１つ）

燃やすごみ

１．１週間で１袋未満 ２．１週間で１～２袋程度

３．１週間で３～５袋程度 ４．１週間で６袋以上

５． 全く出ない ６． 分からない

燃やさないごみ

１．１週間で１袋未満 ２．１週間で「～２袋程度

３．１週間で３～５袋程度 ４．１週間で６袋以上

５． 全く出ない ６． 分からない

粗大ごみ

１．１週間で１袋未満 ２．１週間で１～２袋程度

３．１週間で３～５袋程度 ４．ィ週間で６袋以上

５． 全く出ない ６． 分からない

４



（２） それぞれをどのように排出し、 処理していますか。 下記の選択肢より、 お選び

　

ください

　　

○はそ

　

ぞ

　

「つ

燃
や
す
ご
み

排
出
方
法

１． 自社で、 市の施設へ搬入している

２． 事業系一般廃棄物収集運搬６↑ｒ１二言に委託している

３． そ の 他 （

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

）

４． 分からない

処
理
方
法

１． 一般廃棄物処理施設

２． 処理費を払って処理業者に委託している

３． 社内、 グループ内で自ら処理している

４． そ の 他 （

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

）

５． 分からない

燃
や
さ
な
い
ご
み

排
出
方
法

１． 自社で、 市の施設へ搬入している

２． ごみ収集運搬業者に委託している

３． そ の 他 （

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

）

４． 分からない

処
理
方
法

１
，

　　

壷「

　　　

”－ｈｎＴｍ＝ …丸

２． 処理費を払って処理業者に委託している

３． 社内、 グループ内で自ら処理している

４． そ の 他 （

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

）

５． 分からない

粗
大
ご
み

排
出
方
法

１． 自社で、 市の施設へ搬入している

２． ごみ収集運搬業者に委託している
３． そ の 他 （

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

）

４． 分からない

処
理
方
法

１． －船廃棄物処理施設

２． 処理費を払って処理業者に委託している

３． 社内、 グループ内で自ら処理している

４． そ の 他 （

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

）

５． 分からない

問４．

　

あなたの事業所の事業系ごみ （資源物） の排出状況についてお聞きします。
（１） １週間に排出する量を、４５リットルのごみ袋に換算して、 おおよその個数でお答

　　

えください。 （０は「つ）

　　　　　

１１，「週間で１袋未満

資源物

　　　

１３． １週間で３～５袋程度

２．１週間で１～２袋程度

３． １週間で３～５袋程度 ４．１週間で６袋以上

５． 全く出なし、 ６． 分からない

５



（２） どのように排出し、 処理していますか。 下記の選択肢より、 お選びください。

　　

（０はそれぞれ１つ）

資
源
物

排
出
方
法

１． 事業系一般廃棄物脱牢
、窯蹴

　　　　　　　　　　　

一計－ｉニ喜に委託 してい る

２． 資源回収業者に委託している

３． 産業廃棄物処理業者に委託してし、る

４． そ の 他 （

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

）

５． 分からない

処
理
方
法

１． 処理費を払って処理業者に委託している

２． 社内、 グループ内で自ら処理している

３． そ の 他 （

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

）

４． 分からない

間５．

　

燃やすごみあるいは燃やさないごみの排出を事業系一般廃棄物収集運搬許可

　　

業者へ委託している事業者にお聞きします。現在の委託契約の内容は、 ごみ

　　

量の増減が、 委託費に反映される仕組みになっていますか。 （０は１つ）

１． ごみ量が増減すれば、そのまま委託費に反映される
（例：袋の容量や個数による重量計算）

２． ごみ量が増減しても、 委託費には反映されない
（例：車両の種類や収集回数で契約している）

３． その他 （具体的に

問６．

　

この１年間で、 あなたの事業所が出したごみの量は減りましたか。 当てはま

　　

るものを１つだけお選びください。
１１．１年前より増えた

　　　　

２． あまり変わらない

　　　

３．１年前より減った

１４． わ か ら な い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

問７．

　

間６で 「１．１年前より増えた」 または「２． あまり変わらない」 と回答された

　　

事業所にお聞きします。 その理由をすべてお選び＜ださい。
１． ごみの減量化や資源化に取り組んでいないから

２． 事業所の規模や従業員数が大幅に増加しだから

３． 仕事量が大幅に増えたから

４． その他 （
、
ノ
′

問８．

　

問６で 「３．１年前より減った」 と回答された事業所にお聞きします。 その理

　　

由をすべてお選びください。

２． 事業所の規模や従業員数が大幅に減少しだから

３． 在宅勤務の導入等、 働き方が変わったから

４． その他 （

６

、、
ノ



皿， ごみの減量化への取り組みについてお聞きします。１

　

本市では、 ごみを減らし、 限りある資源を大切にして、 環境にやさしい社会をつ

　

くってし、＜ための重要な取り組みの一部として、 「事業系ごみの３Ｒ （スリーアー
ル）」 を推進しています。

①Ｒｅｄｕｃｅ（発生抑制、 リデュース） ：普段の生活の中で、余分なごみを出さない
②Ｒｅｕｓｅ（再利用、 リユース）

　　　

：物を大切に扱い、 繰り返し利用する

⑧Ｒｅｃｙｃ１ｅ（再資源化、 リサイクル） ：資源として再生利用する

　

このようにしてできるだけごみを減らし、 資源を循環させることで、 資源の枯渇
や環境破壊を食い止め、限りある資源を未来へ残していきます。

間１．

　

あなたの事業所における事業系ごみの減量の取り組みは、どのような状況で

１． 積極的に取り組んでおり、 現状で十分である

２． 積極的に取り組んでいるが、 まだ不十分である

３． あまり積極的ではなく、 不十分である

４． 全く取り組んでいなし、

問２．

　

閣１で 「１． 積極的に取り組んでおり、 現状で十分である」又は 「２． 積極的に

　　

取り組んでいるが、 まだ不十分である」 とお答えした方にお聞きします。 ごみ

　　

の減量に取り組む理由はなんですか。 （０は３つまで）

「． ごみ処理経費削減のため

　　　　　　　

２． 環境に良いため

３． 社会的責任を果たすため

　　　　　　　

４． 会社のイメージアップのため

５． 法律で定められているため

　　　　　　

６． 会社全体で規定されているため

７． そ の 他 （具 体 的 に ：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

）

７



問３．

　

あなたの事業所では、 以下の取り組みを実施していますか。 それぞれの項目

　　

で、 当てはまるものを１つだけお選びください。 （該当しない項目は無回答で

　　

結構です）

ごみ減量、社内啓発等の取り組み
実施し
てし、る

予定や将来的実施の
予定は
ない

ＤＩＩｇｇｊ／ＬＪ・

ある しだい

ごみ減量の取り組み

１． 割り箸や便し、捨てカップ・容器等の使い捨て製品

　

を使わないようにしている
イ
十十 ２ ３ ４

２． 会議や事業等で出す飲み物にペットボトルやび

　

ん・缶のものを使わない
イ
十 ２ ３ ４

３． マイボトルの持参を社員に周知している
イ
十 ２ ３ ４

４． 簡易包装を実施している
イ
ー十十十
２ ３ ４

５． 裏紙の利用 （コピー用紙削減） を行っている
イ
ー ２ ３ ４

６． 書類管理等を電子化し、 ペーパーレス化を行って

　

いる
Ｉ ２ ３ ４

７． 繰り返し使用できる製品や、 グリーン購入対象品目

　

を使用または生産、 販売している
Ｉ ２ ３ ４

８．琵現±＼とｆ
１タ鑑を積極的に行っている Ｉ ２ ３ ４

９． 適正な在庫管理を心がけている Ｉ ２ ３ ４

１０． ごみの緋塁化計画を作成している Ｉ ２ ３ ４

社内啓発等の取り組み

１１． 事業所の３Ｒの取組を積極的にＰＲしている Ｉ ２ ３ ４‐

１２． ごみ処理やリサイクルの担当者を配置している Ｉ ２ ３ ４

１３． 社員に対して、 環境教育を行っている Ｉ ２ ３ ４

１４． そ の 他 （具 体 的 に ：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

）

８



食品盤撮懲ふ墨蓮」賜兎」嬢食題」建具食堂豊鼠急難≧川鼠鑓２工髪ゑ裏
業所の方にお聞きします。

問４． 以下の食品ロス対策の取組を実施していますか。 それぞれの項目で、 当てはま

　　

るものを１つだけお穣びください。

　

該当しない事業所は無回答で結構です）

食品□ス対策の取り組み
実施し
予定や将来的実施の

予定は
ない

ている口１１ｇｇｉ
／Ｊ

ある しだい

「． 京都府フードシェアリングサービスを利用してい
る

イ
ー ２ ３ ４

２． 小盛りや小分けメニューを採用している
イ
◆ ２ ３ ４

３．小容量販売やばら売りを実施している
イ
ｔ ２ ３ ４

４． 宴会等の際は幹事と量やメニューの調整をしてい
る

イ
十 ２ ３ ４

５． 食べ残しを持ち帰れるよう容器を用意している Ｉ ２ ３ ４

６． 余った良材は、 賄いで使い切っている 「 ２ ３ ４

７． 食材が余らなし、よう、 メニューを調整している Ｉ ２ ３ ４

８． 生ごみ廃棄前の水切りを徹底している 「 ２ ３ ４

９． 自社内に生ごみ処理機を設置している Ｉ ２ ３ ４

１０． フードバンクを活用している Ｉ ２ ３ ４

１１． 賞味期限が近いものは値引き販売等を行ってし、

　

る
「 ２ ３ ４

「２． 商品の「てまえどり」 を掲示物等で呼びかけて

　

いる
「 ２ ３ ４

「３． そ の 他 （具 体 的 に ：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

）

９



－Ｗ． 資源物の排出についてお聞きします。ｉ

間１．

　

あなたの事業所における事業系ごみの資源化への取り組み状況について、当

　　

てはまるものを１つだけお選びください。
１． 積極的に取り組んでおり、 現状で十分である

２． 積極的に取り組んでいるが、 まだ不十分である

３． あまり積極的ではなく、不十分である

４． 全く取り組んでいない

問２．

　

あなたの事業所では、 古紙類の資源化にどの程度取り組んでいますか。
（０は「つ）

１． 積極的に取り組んでいる

　　　　　　　　

２． ある程度取り組んでいる

３． あまり取り組んでいない

　　　　　　　

４． ほとんど取り組んでいない

５， 全く取り組んでいない

問３．

　

あなたの事業所では、古紙類の資源化に関する次の取り組みを行っています

　　

か。 それぞれの項目で、 当てはまるものを１つだけお選び＜ださい。 （該当し

　　

ない項目は無回答で結構です）

古紙類の資源化の取り組み
実施し
てし、る

予定や
計画が
ある

将来的
に検討
しだい

実施の
予定は
ない

「． 資源物の分別を徹底している
イ
ー ２ ３ ４

２． 分別ボックス、 店頭回収ボックス等を設置してし、
る

Ｉ ２ ３ ４

３． シュレッダーごみの資源化 「 ２ ３ ４

４． 資源ごみのリサイクルルートを確保している Ｉ ２ ３ ４

５． そ の
他 （具 体 的 に ；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

）

間４．

　

あなたの事業所では、飲料用のびん・缶の資源化にどの程度取り組んでいます

　　

か。 （０は「つ）

１． 積極的に取り組んでいる

　　　　　　　

２． ある程度取り組んでいる

３． あまり取り組んでいない

　　　　　　　

４． ほとんど取り組んでいない

５． 全く取り組んでいない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌｏ



問５．

　

あなたの事業所では、 飲料用のびん・缶の資源化に関する次の取り組みを行
っていますか。 それぞれの項目で、 当てはまるものを「つだけお選び＜ださし、。
該当しない題目は無回答で結

　

で

飲料用のびん・缶の資源化の取り組み
実施し
ている

予定や
計画が
ある

将来的
に検討
したい

実施の
予定は
なぽい

１． 資源物の分別を徹底している 「 ２ ３ ４

２． 分別ボックス、 店頭回収ボックス等を設置してい
る

Ｉ ２ ３ ４

３． 資源ごみのリサイクルルートを確保している Ｉ ２ ３ ４

４． そ の 他 （具 体 的 に ：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

）

間６．

　

あなたの事業所では、 ペットボトルの資源化にどの程度取り組んでいますか。
（０は１つ）

１． 積極的に取り組んでいる

　　　　　　　

２． ある程度取り組んでいる

３． あまり取り組んでいない

　　　　　　　

４． ほとんど取り組んでいない

５． 全＜ 取り組 んでいない （具体的に：

　　　　　　　　　　　　　　　　

）

間７．

　

あなたの事業所では、 ペットボトルの資源化に関する次の取り組みを行って

　　

いますか。 それぞれの項目で、 当てはまるものをィつだけお選びください。

ペットボトルの資源化の取り組み
実施し
てし、る

予定や
計画が
ある

将来的
に検討
しだい

実施の
予定は
なはい

１． 資源物の分別を徹底している 「 ２ ３ ４

２． 分別ボックス、 店頭回収ボックス等を設置してい
る

「 ２ ３ ４

３． 資源ごみのリサイクルルートを確保している Ｉ ２

　

１

　

３ ４

４． そ の 他 （具 体 的 に ：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

）

間８．

　

今後、 資源化に取り組みたいと考えている資源はどれですか。
（○はし、くつでも）

１． 雑誌

　　　　　　　　　　

２． 紙パック

　　　　　　

３． 雑 がみ

４． 段ボール

　　　　　　　　　

５． 新聞紙

　　　　　　　　

６． ＯＡ用紙

７． シュ レッダー紙

　　　　　　

８． 飲食用 の缶

　　　　　　

９． 金属類

１０． 飲食用 の びん

　　　　　

１１． ガラス類

　　　　　　

１２． ペッ トボ トル

１３． プラスチック製容器包装 １４． 製品プラスチック

　

１５． 布類

１６． 生 ごみ

　　　　　　　　　

１７． 紙 おむつ

　　　　　　

１８． ゴム・皮革類

１９． その他 （具体的に：

１１



ｊｖ． ごみ減量・資源化についてお聞きします。１

問１．

　

あなたの事業所で、 ごみ減量や資源化を進めてい＜うえで主な問題点は何で

　　　

すか。 （０は３つまで）

１． ごみの減量や資源化を行う意義が分からない

２． 経済的なメリットがない

３． 分別や排出方法のルールが分からない

４．どの業者に依頼すれば良いか分からない

５． ごみ処理や資源化について質問や相談する窓口が分からない

６．従業員にごみの減量や資源化の意識を浸透させることが難しい

７． 分別して保管する場所がなし、

８． 分別に手間がかかる

９．資源化にかかる費用が高い

１０． 機密文書が多く、 資源化が難しい

１１．食品の売れ残り等を減らすための販売管理が難しい

１２．本社（本店）に決定権があり、資源化に関して指示に従うしかない

「３． 特にない

１４． その他（具体的に：

間２．

　

あなたの事業所で、 ごみの減量や資源化に関して知りたい情報は何ですか。

　　　

０ は３つ

　

で

１． ごみの出し方や分別方法

２． 事業所でできる減量化・資源化の方法

３． 他の事業者と共同実施できるごみの減量化・リサイクル方法

４． ごみ処理業者や資源化を行う業者

５． 資源物を無償又は買い取ってくれる業者

６． ごみの問題に関する講演会等の開催情報

７． 他の事業所での取組事例

８． 行政が行っているごみの減量に関しての情報

９． 特にない

１０． その也

　

具

　

的に：

１２



問３．

　

ごみの減量や資源化など、 ごみに関する知識や情報は、 主にどのようなもの

　　

から得ていますか

　　

０は３つまで

１． 市のウェブサイト

２． 訪問調査、 立入検査時等の直接指導

３． 許可業者や関係団体からの情報提供

４． 講演会、 セミナー等

５． 新聞、 雑誌、 テレビ、 ラジオ、 インターネットなど

６． 家族、 友人、 知人

７．情報を得る手段がない

８． その他（具体的に：
、
十ノ

問４．

　

ごみの減量や資源化を推進するにあたり、 市に期待することは何ですか。
（０は３つまで）

１． 施設整備に対する補助金等の支援

２． 業種別の減量方法等を示したマニュアルの作成・配布

３． ごみ処理業者や資源化を行う業者等についての情報提供

４． 他の事業所で行われてし、るごみの減量や資源化の先進的事例の紹介

５． 事業者が協働して資源化に取り組むオフィス町内会等の組織の育成

６． 事業者と行政の意見交換の湯の提供

７． 業者間での情報交換や取組の意見交換ができる湯の提供

８． 事業者に対する指導や監視体制の強化

９． 特にない

っ０． その他 （具体的に：

問５．

　

ごみの減量・資源化への取り組みに関して、 市へご意見等がありましたらご記

　　

入＜ださい

アンケートは以上で終了です。 ご協力ありがとうございました。
１月３「日（土） までにご回答ください。

１３


